
「自分育てゲーム」の利用者がまったく増えない、この現実が大きな黒い雲と
なり、Vポータル企画道場に覆いかぶさる８月。重苦しい雰囲気のなか、湯淺
将軍が言葉を搾り出す。「皆の者、こうなったら“抜本的改革”に乗り出すし
かないぞよ」。「“バッポンテキ”。そう、コンテンツが受けなければ、内
容に磨きをかけて進化をさせていく。これこそが、我らの目指してき
たコンテンツ作りではないか！ まだまだこれからじゃ」。本気なの
か、カラ元気なのか、それはここにいる戦士たちにもわからない。
しかし、確かなのは「バッポンテキ！」という声がこだまして、道場
に明るさが戻ってきたということだ。これは、時代の荒波にもま
れながらも、見事Ｖポータルのコンテンツを作り出した男たちの、
汗と涙の物語である。

構成：編集部　illust.：金子ナンペイ
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湯淺将軍。NTTコミュニケーシ
ョンズ流Vポータル道場所属
の戦士。“声のインターネット”
を普及させるべく東へ西へ奔
走する日 を々送る。

倉園六段。当道場の経営者に
して、師範。日々、“ウケる”コン
テンツを考え続けて数十年。ち
なみに某インターネット誌の編
集長も務めるとの噂がある。

謎の助っ人武富。コンテンツ
屋に勤めていること以外すべ
てが謎に包まれた人物。Vポ
ータルに詳しく、独自のネットワ
ークで道場をサポートする。

このページではアクセス番号を で

表します。 マークが出てきたら

0570-0033-03
に電話をかけ、その後の言葉をVポー

タルのスタートメニューで叫ぶべし！

訓練生たち。当道場の見習い
にして編集者。右から守銭奴
別井、病弱山本、マヌケの河
内。彼らは虎視眈 と々道場主
の座を狙っている。

新婚村田。湯淺将軍の
同僚にして新婚。友達思
いの彼は、ハネムーン先
に新妻を残してまで、Vポ
ータル企画道場に馳せ参
じている。

技術部荒井。NTTコミュ
ニケーションズ流技術部。
当道場の頭脳。頼れる兄
貴としてみんなに慕われて
いるが、ギャグはいまいち
ウケが悪い。
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武 おかげでコール数はこの有様じゃぞ。

倉 イラストだけが悪いのではない。だか

らこそイラストは取り替えるのではなく、カ

ワイイものを追加する形にしていくのじゃ。

荒 その通りじゃ。ワシはこのガイダンス

音声にも問題があると思うぞ。収録してい

たときはノリノリだったのだが、実際、携帯

電話で聞いてみると、少し聞きにくくなっ

ているので、やる気をそいでしまうかもし

れん。携帯電話で聞くとどうなるのか、そ

こまで意識して録音すべきじゃったな。

倉 そうなのじゃ。ワシの弟子の女性に、

ためしに「自分育てゲーム」をやらせてみ

た。そうしたら、「なにこれ！ チョーむか

つく！」と言って速攻で電話を切りよった。

ガイダンスを変えてみる

倉園六段（以下、倉） しかし、本当にコ

ール数が増えんなあ。コール数を記録す

るシステムが故障しているのではないか？　

新婚村田（以下、村） うむ。いいアイデア

がひらめいたぞ。我々全員が日時を決め

て、いっせいに「自分育てゲーム」に電話

をしてみようぞ。そうすれば、その日だけ

コール数が上がるはずじゃ。もし、上がっ

ていなければ、システムの故障だと判明す

るわけじゃ。わかりやすいであろう。

技術部荒井（以下、荒） では、今すぐに

でも始めようぞ。0570-0033-03に電話をか

けてっと。「じぶんそだてーげーむ」……。

病弱山本（以下、山） おお、僕もかけま

すよ。「じぶんそだてげーむ」。

守銭奴別井（以下、別） 皆もかけたな。

それでは、コール数を調べてみようぞ。

マヌケ河内（以下、河） コール数は右の

ようになっていますな……。我々がいっせ

いに電話をかけた7月30日と、31日は……、

上がっておる。それまで10程度だったもの

が、倍増しているではないか。残念なが

らシステムの故障ではないようだな。

倉 うーむ、故障でないとすると、やはり

早急にコンテンツの抜本的改革を行って、

コール数をあげていかねば、我々の立場

がないぞ。先月も言ったがイラストの追加

はすぐにでもできる対処法じゃ。くまのプ

ーさんにも負けないようなカワイイイラスト

が必要じゃぞ。辺りを見回してみい。いま

や世間はプーさん一色じゃ。

湯淺将軍（以下、湯） 忘れていたが、わ

しの携帯ストラップもプーさんじゃた。恐

るべし、プーさん。先月女子高生が言って

いた「プーさんの待ち受け画面がもらえる

んだったらやるかも」というコメントはまさ

に正論だったことになるな。

河 まあ、その件に関しては任せてくださ

い。プーさんも真っ青なイラストが描ける

人を探してみますです！

助っ人武富（以下、武） ああ、心配じゃ。

ああ、心配じゃ！ オヌシのつれてくるイ

ラストレーターは信用ならんからのお。

河 失敬な！ いまのイラストもなかなか

いいものではないか。

村 最初の「はいはい、自分育てゲームで

すー」という音声でいきなりやる気をそが

れる感があるな。しかし、また大阪から先

のガイダンス音声を吹き込んでくれた武本

君を呼び出すことはできるのか？

荒 近くに大阪出身のスーパーエンターテ

イナーがいることをお忘れではないか？

山 おお、技術部荒井殿はバリバリの大阪

出身でありましたな。

荒 そのとおり。武本君には悪いが、ここ

はワシが気さくな大阪のオッサン役を買っ

て出よう。再び録音して音声ガイダンスに

しておくので、読者の諸君は0570-0033-03

に電話、「じぶんそだてげーむ」と言って、

ワシのすばらしい声を聞いてみてくれ。

企画道場のみんなが電話をかけなかった7月２９日のコール数は１０。みんながい
っせいに電話をした３０日、３１日はコール数が２０を越えている。やはりシステムは
故障していなかったのじゃな。ちなみに、8月に入ってからは少しずつコール数
が上がり、さらに一般電話からのコールも少なくなってきた。これは「自分育て
ゲーム」が携帯電話で遊ぶものだと認知されてきた証拠ではないだろうか？ 

端末種別 時間帯種別 発着信数 総通話時間

一般電話 昼間 1 0:19 

一般電話 深夜・早朝 1 1:42 

携帯電話 昼間 6 8:20 

携帯電話 夜間 13 15:38 

携帯電話 深夜・早朝 5 6:49  

合計 26 32:48  

端末種別 時間帯種別 発着信数 総通話時間

一般電話 昼間 3 3:40

一般電話 夜間 1 1:30 

携帯電話 昼間 5 7:31

携帯電話 夜間 5 5:35

携帯電話 深夜・早朝 8 12:24 

合計 22 30:40

7月30日(火)

端末種別 時間帯種別 発着信数 総通話時間

一般電話 夜間 2 3:36

携帯電話 昼間 5 7:51 

携帯電話 夜間 2 2:25

携帯電話 深夜・早朝 1 1:39  

合計 10  15:31 

7月29日(月)

7月31日(水)
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ライヤーじゃ。これはすでにOCN会員に

も配っていて、「自分育てゲーム」にとって

も大きな広告ツールになっておるはずな

のじゃが……。ここにも「自分育てゲーム」

という名前でコンテンツ名とこのコンテン

ツの概要が掲載されているな。詳しくは下

を見てくれ。実際にこれと同じものが街で

配られているので、読者は手に取ってみて

はいかがか？

倉 確かに、このフライヤーに載っている

言葉では、「自分育てゲーム」で何ができ

るのか、どのようなゲームなのかが伝わっ
タイトルを再考せよ！

村 そのほかに、コンテンツのタイトルが

「自分育てゲーム」でいいのかどうかも議

論したいところじゃ。一般の人が自分を育

てるゲームと聞いて、具体的なイメージが

湧くと思うか？　ワシは湧かんと思うぞ。

倉 つまり新婚殿はもっとわかりやすいコ

ンテンツの特徴をタイトルに謳ったほうが

いいと言いたいのじゃな。

村 そのとおりじゃ。

別 このコンテンツの最大のウリは、やは

り自分の気持ちが反映された待ち受け画

面が手に入るというところではないであろ

うか？ となると「携帯の待ち受け画面が

ゲットできる」コンテンツなのだということ

をストレートに表したタイトルにするのがベ

ストではなかろうか？

山 たとえば「待ち受け画面ゲットゲーム」

とかですかね。

河 それでは、“キモ”である吹き込んだ

言葉で待ち受け画面が変わっていくという

特徴が表せんではないか！

山 よいではないか。いまどきの女子高生

は、自分オリジナルの待ち受け画面がゲッ

トできるとなるとホイホイ電話をかけてく

ると思わんか？

武 おお、病弱殿、その「自分オリジナル

の待ち受け画面」という発想はおもしろい

のお。「世界でひとつの」、「あなたのオリ

ジナル」といったフレーズを前面に出した

いところじゃ。

村 タイトルについて盛り上がっていると

ころ申し訳ないのじゃが、実はすでに対

外的には「自分育てゲーム」というタイトル

で世に出している。たとえば、大きなイベ

ントなどで配られている、Vポータルのフ

これが、OCN会員に配られているVポータルのフライヤーじゃ。コンピュータの展
示会などのイベントでも配られているので実際に手にとって見てくれ。「自分育て
ゲーム」については、人気コンテンツ「70万倍速人・麗子」の下に書いてあるぞ。  

てこない。よし、課題がわかったぞ。まず、

このコンテンツを利用することでどのよう

なことができるのかがハッキリわかるよう

なタイトルにするのじゃ。そして、そのタイ

トルが大量に配られているVポータルのフ

ライヤーに載る。ジャンジャン電話がかか

ってくる。ハハハ、考えてみれば簡単なこ

とよ。よし、皆の衆、このタイトル案を次回

の会合までに考えてきてくれ。オヌシらの

考えるタイトルに、このコンテンツの将来が

かかっておるぞ、気合を入れるように！

一同 押忍！
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別 おいおい、ついにタイトルを変えると

言いはじめたぞ。

山 悪あがきですな。やっぱり、企画が根

本からまずかったのですよ、フフフ。

別 お前も言うようになったのお。しか

し、そうなるとここでは「自分育てゲーム」

をカスタマイズするのではなく、いちから

新しいコンテンツを作らねばならんぞ。

山 フフフ。実はいいモノが手に入ったん

ですよ。誰でも、比較的簡単にVポータル

コンテンツが作れる「Vポータルエディタ

ー」、略して「VPE」！

別 なんじゃ、そのVPEというのは？

山 Vポータル企画道場の１回目、２回目を

おぼえていますか？ 「コールフロー」と

呼ばれる、音声ガイダンスの流れを作りま

したな。VPEは、これが誰でも簡単に作

れて、なおかつその「コールフロー」を自動

的に、Vポータルの記述言語であるVXML

にしてしまうモノなのですよ。

別 ということは、そのVPEを使えばワシ

らだけでも簡単に新しいコンテンツが作れ

て、すぐに公開できるのじゃな。そうとわ

かったら早速VPEを使ってみようぞ。で、

どうすれば、VPEは使えるのじゃ？

山 まずVポータルのサイトにアクセスし

て、VPEの利用申し込みをするのです。こ

れによってIDをもらい、VPEにアクセスで

きるようになります。詳しくは下に書いて

あるのでご参照あれ。基本的にはブラウ

ザーで使うことになり、必要事項を入力し

ていけばいつの間にかコンテンツができ

ているという仕組みですな。ホームページ

からマニュアルがダウンロードできますよ。

別 よっしゃ、ダウンロードじゃ！ って、

100ページもあるのか、このマニュアルは。

山 いろいろな使い方が想定されていま

すからね。で、100ページも読んでらんね

えという人のために、次回からアネックス

でVPEの使い方講座をはじめます。

別 コラ！ 俺の道場の方針を勝手に決

めるな！ まず、お前の仕事はプリントア

ウトしたマニュアルのホッチキス止めじゃ。

山 いや、僕はホッチキスアレルギーで、

ホッチキスを使うと咳が……、ゴホ。

STEP1 Vポータルのホームページ へアクセスして、

イラストの下にある「VPE」のロゴをクリック！

www.v-portal.ocn.ne.jp

STEP2 「VPE」へのログイン画面が表示されたら、左上

にある「About VPE VEPの利用申込はこちら」のロゴ

をクリック！

「VPE」ヘルプの画面が表示されたら、そのページの中

程にある「申込書のダウンロードはこちらから」をクリッ

ク。ダウンロードされた申込書に必要事項を記入して、

v-portal@ntt.comに送信すれば、ユーザーIDと、パスワ

ードがメールで送られてくる。

ログイン画面に戻り、ユーザーIDとパスワードを入力すれ

ばVPEが使えるようになる。使い方がわからないときは、

まずVPEヘルプの画面から「マニュアルのダウンロード」

をクリックして、マニュアルを手に入れよう。
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